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巻頭言

化学物質のリスクアセスメントに寄せて

秋田大学環境安全センター長  進 藤 隆世志

1960年 代の環境問題は,地 域的であり,鉱 工業などの排出気体,液 体中の化

学物質に起因する健康被害に焦点が当てられていました。これ らは,原 因物質

の特定とその排出規制により, 日本をはじめとする先進諸国においては大幅に

改善されてきましたが,途 上国では必ず しも積極的に進められていない場合も

あり,十 分な解決を見ていません。

1980年 代になると地球規模の環境問題が注目を集めました。地球温暖化,オ

ゾン層破壊,酸 性雨の越境拡大などが相当します。酸性雨は化石エネルギーの

燃焼に伴う NOx,SOxに 起因しますが,二 酸化炭素,メ タン,フ ロンなどは毒

性などが問題視されていなかった,い わゆる 「安全」な物質と考えられてお り,

それ らが地球規模の環境問題の原因物質であることが大きな特徴といえるで し

ょう。

最近では,化 学物質の排出,廃 棄だけでなく,化 学物質の管理のあり方にも

強い関心が寄せ られています。重度の健康障害を引き起 こし,十 分な防止対策

のないアスベス トなどは製造禁止,ま た,健 康障害を多発する特にリスクの高

い業務に用いられる物質は個別規制の対象となっています。 これ らの他に,使

用法や使用量によって健康障害発生のリスクがある一定の危険 ・有害物質につ

いては,労 働安全衛生法の改正に伴って平成 28年 6月 1日 から,リ スクアセス

メン トが義務化されています。これは化学物質の使用に伴う労働災害を未然に

防止するために実施するものであり,製 造業や建設業など化学物質を製造 し取

り扱 う事業場だけでなく,少 量でも化学物質を取 り扱う事業場全般が対象とな

ってお り,秋 田大学もそれに含まれています。ご承知のように,大 学や研究施

設では,使 用する化学物質やその使用法は工場などとは本質的に異な り,画
一

的ではないため,実 験 ごとに危険を把握 して対策することが求められます。そ

の実施方法については,昨 年度二回開催された 「化学物質 リスクアセスメント

にかかる講習会」を通 して,お 知 らせ したところではございますが,改 めて大

学構成員の皆様のご理解とご協力をお願いする次第です。

最後にな りましたが,秋 田大学環境安全センターとして,よ リー層の環境安

全に取 り組む所存ですので,学 生 ・教職員の皆様のご支援とご協力をよろしく

お願いいたします。

。
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環境と安全に関する講演会

日時 : 平 成 29年  3月 15日 (水)13:30～ 16:30

場所 : 秋 田大学教育文化学部 60周 年記念ホール

主催 :秋田大学環境安全センター

共催 :秋田大学地方創生センター

ヒ学物質のリスクアセスメントについて 13:30～14:30

名古屋大学 環 境安全衛生管理室 特 任准教授 錦 見 端

2. 秋田大学における環境問題への取り組みについて 14:30～1530

秋田大学 大 学院理工学研究科 教 授 林  滋 生

秋田県における酸性泉の浄化の取り組みについて 15:30～1680

秋田大学 大 学院国際資源学研究科 准 教授 小 川 泰 正

3.

問合せ先

60周 年記念ホール

秋田大学施設保全課 小 林 (018‐889。2250)



平成28年度計画推進経費事業 『環境と安全に関する講演会』

開催 日時:平成29年3月15日 (水)13i30～ 16:30

会場:秋田大学60周年記念ホール

主催:秋田大学環境安全センター

共催:秋田大学地方創生センター

講演:

1.化学物質のリスクアセスメントについて

名古屋大学環境安全衛生管理室 特任准教授

2.秋 田大学における環境問題への取り組みについて

秋田大学大学院理工学研究科 教授

3.秋 田県における酸性泉の浄化の取り組みについて

秋田大学大学院国際資源学研究科 准教授

錦見 端  氏

林  滋 生 氏

/j)ヽ | 1泰正 氏

平成 28年 度計画推進経費事業で開催した 「環境と安全に関する講演会」は教職員だけでなく一般市民を対

象に,環 境安全に関する知識向上などを日的に社会貢献活動の一環として企画しました。

労働安全衛生法の改正に伴い,化 学物質のリスクアセスメントが義務化

されました。本学で化学物質リスクアセスメントを実施していくに当たり,

製造業や建設業などの工場と同様に進めていく事は難しく,多 種類少量の

化学物質を取り扱う大学などの研究機関にあった進め方を確立する必要が

あります。本学より先進的に化学物質リスクアセスメントに取り組んでい

る,名 古屋大学環境安全衛生管理室特任准教授である錦見先生に名古屋大

学での進め方を,危 機管理体制や進めていくうえで苦労した点などを含め

ながら講演していただきました。 (図1) 図 1 錦 見端先生の講演

環境報告書から見た秋田大学における環境問題への取 り組みについて,

本学大学院理工学研究科教授である林先生に講演していただきました。環

境報告書は事業活動における環境配慮の取組に関する日標,計画及び実績,

改善策などを取りまとめたもので秋田大学でも毎年公表しています。環境

報告書には学生の環境活動についての記載もあります。人づくりをするの

が教育機関である大学の役割であることから,環境活動を通して環境に対

する強い意識や豊富な経験を持った学生を育てることの重要性を講演し

ていただきました。 (図2)
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図 2 林 滋生先生の講演



秋田県における酸性泉の浄化の取り組みについて講演していただいた本学

大学院国際資源学研究科准教授である小川先生は,河 川や土壌の汚染問題の

研究をおこなっているとの事でした。日本一の酸性度を有する秋田県の玉川

温泉を事例に,酸 性水が引き起こす問題とその土壌への影響について講演し

ていただきました。玉川温泉では毎分 9000Lもの酸性泉が湧出しているが,

中和処理をおこなって河川や湖の水質悪化を防ぐ対策がされているとの事で

した。 (図3)

環境と安全に関する講演会では幅広い分野について講演をしていただいてお

境問題に興味を持ってもらうきっかけになっていただければと考えている。

り,教 職員や一般市民の方が環

図 3 小 川泰正先生の講演
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平成 28年 度 化 学物質リスクアセスメントの円滑な実施に向けての講習会

主催 秋 田大学 化学物質安全管理対策委員会

共催 秋 田大学 各キャンノヽ
°
ス安全衛生委員会

【手形地区】

開催日

会 場

【本道地区】

開催 日

会 場

平成 29年 2月 21日 (火) 13:30～ 14:30

秋田大学教育文化学部 60周 年記念ホール

平成 29年 3月 1日 (水) 17:30～ 18:30

秋田大学附属病院 2階 大会議室

【内容】

説 明 事 項 時   間 説 明 者

1.主 催者挨拶 5分 進藤委員長 (環境安全センター長)

2.リ スクアセスメントの概要 に

ついて
15分 大宮副理事 (財務 ・施設 ・環境担当)

3.リ スクアセスメントの具体的

な方法について

(質疑応答含む)

30～ 40分 目黒専門職員 (環境安全センター)

注記)

なお、当日都合が悪く講習会の欠席者におかれましては、後日 eヴ‐ンク
Sで

の補習を予定

しております。また、当日の質疑応答に関しましては、会場時間等の都合により、その場

で即答が可能な質問のみとさせていただき、原則後日ご回答いたしますので予めご了承願

います。
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環境安全センター 第3期 中期目標 ・中期計画

中期目標(平成 28年～33年)

「安全管理に関する目標」
・全学的なリスクマネジメント体制を整備し,内部統制機能を強化するとともに,引き

続きリスク管理・安全教育についての教職員及び学生の意識を向上させる。

中期計画(平成 28年～33年)

「安全管理に関する目標を達成するための措置」
・毒物及び劇物の不適切な管理事例の発生等を踏まえ,薬品管理システム等によ

る管理並びに管理体制の徹底など再発防止策を強化する。また,引き続きリスクマ

ネジメントの観点から,危機管理委員会を中心として,危機管理対応マニュアル等

の見直しを適宜行い,予防から復旧までの一貫したリスク情報の管理体制を強化す

る。

年度計画(平成 28年)

「安全管理に関する目標を達成するための措置」
・薬品管理システムの稼働率を向上させるとともに,毒物及び劇物等危険物の現地点

検を確実に実施するなど毒物及び劇物等危険物の管理を徹底する。また,危機管理

体制の再点検を行い,個人情報の不適切な管理事例の再発防止策のフォローアップ

などを実施する。

① 学生向けの環境安全に関わる教養科目(目的主題別科目)として「生命と健康

正一環境安全学一」の授業を4～6月に行つた。

② 改正労働安全衛生法に則り,厚生労働省などが発行している「労働災害を防止

するためリスクアセスメントを実施しましょう」に沿った化学物質リスクアセスメント

の円滑な実施に向けての講習会を2月 21日に手形地区で,3月 1日に本道地

区で化学物質管理責任者・化学物質保管責任者及び講習を希望する教職員

を対象に実施した。

③ 化学物質を管理統括する秋田大学化学物質安全管理対策委員会等をとお

して,毒 物 ・811物など化学物質の安全 ・危機管理の審議及び規程等の改正

並びに環境安全等に努めた。

④ 薬品等管理支援システムの登録情報の照会を行い,ユーザー情報を最新の

ものに更新するとともに,「薬品等管理支援システム」未加入の研究室等

には加入を促し全学化を図った。

⑤ IS014001に係る秋田大学 (手形地区・保戸野地区)環境管理委員会に出席

し,推 進 ・充実化を図った。
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⑥ 地域貢献活動の一環として 「環境と安全に関する講演会」を秋田大学 60

周年記念ホールで地方創生センターと共催で開催し盛会裏に終了した。

⑦ 実験系廃棄物の適正化 ・中間処理業務を実施した。

平成 28年度の年間廃液処理量は,無 機系廃液が 10,300L,有機系廃液が

13,450Lの総量 23,750Lを処理した。

また,廃 棄物の焼却灰 410 kgをマニュフェストを発行し適正に外注処分

した。

③ 共 同研究等の促進及びセンター機器等の有効利用の推進を図つた。
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研究業績等報告

1.センター管理・利用状況

1)平 成 28年度センター施設関係工事等
・固形焼却炉バーナーの修理用部品購入
・環境安全センター玄関建具修繕工事

2)教 育支援
・平成 28年度 「環境安全学」講義、施設見学 受 講生 13人
・環境安全講習会  (手 形地区)2月 21日  参 加者 化 学物質管理責任者 ・保管責任者 22名

一般参加者 20名

(本道地区)3月 1日  参 加計 化 学物質管理責任者 ・保管責任者 29名
一般参加者 9名

3)地 域貢献
。 「環境と安全に関する講演会」開催 (3月 15日),聴 講者 40人

0管 理 ・処理
・実験系廃棄物の適正化 。中間処理 ・管理
・環境安全センター教育ビデオの更新
・薬品管理支援システム管理
・環境安全センターHP更新 (平成 28年度)

2.研 究・報告等

<講 習等>

1.平 成 28年度 環境安全講習会

手形地区 :平成 29年 2月 21日 ,秋 田大学 60周年記念ホール

本道地区 :平成 29年 3月 1日 ,秋 田大学医学部附属病院 2階大会議室
「化学物質リスクアセスメントの円滑な実施に向けての講習会」

1)主 催者挨拶

進藤 隆世志 ;化学物質安全管理対策委員会委員長 (環境安全センター長)

2)リ スクアセスメントの概要について

大宮 一弘 ;秋田大学 財務 ・施設 ・環境担当副理事

3)リ スクアセスメントの具体的な方法について

目黒 健志 ;秋田大学医学系研究科技術部技術専門職員 (環境安全センター担当)

<社 会貢献活動>

1.平成28年度 「年度計画推進費事業」,主 催 :秋田大学環境安全センター

共催 :秋田大学地方創生センター

平成29年3月15日,秋 田大学教育文化学部60周年記念ホール
「環境と安全に関する講演会」

1)化 学物質のリスクアセスメントについて

錦見 端 ;名古屋大学環境安全衛生管理室 特任准教授

2)秋 田大学における環境問題への取り組みについて

林 滋生 ;秋田大学大学院理工学研究科 教授

3)秋 田県における酸性泉の浄化の取り組みについて

小)|1泰正 ;秋田大学大学院国際資源学研究科 准教授

‐9‐



3.第34回大学等環境安全協議会総会・研修会

開催日 :平成28年7月21,22日

場所 :東北大学 青葉山キャンパス エ学研究科中央棟2階 大会議室

主催 :大学等環境安全協議会,共 催 :東北大学

・挨拶

大学等環境安全協議会                    会 長 酒 井 伸 二

文部科学省大臣官房文教施設企画部             参 事官 藤 井 隆

東北大学                    環 境安全担当理事 大 槻 達 也
・大学等環境安全協議会総会
・実務者連絡会総会
・企業ポスターセッション
・プロジェクト報告

「新規不溶化資材を用いた低コス ト・環境負荷フッ素排水処理技術の開発」

富山高等専門学校  袋 布 昌 幹
「大学が所有する排水処理施設管理に関する課題抽出と施設管理のICT化の検討」

メタウォーター欄  浦 谷 貴 雄
「大学でのSCOPE 3の実態とその普及」

工学院大学  稲 葉  敦
・特別講演

「歴史に見る災害と安全」

宮城学院女子大学学長 (東北大学名誉教授) 平 川  新
・一般発表
。実務者連絡会企画見学会

「仙台太陽光発電所,仙 台火力発電所 (東北電力)」

4.平成28年度大学等環境安全協議会実務者連絡会第2回集会

開催日 :平成28年11月17日

場所 :熊本市国際交流会館 5F大広問

議題
・実務者連絡会役員からのご連絡
・平成27年度実務者連絡会プロジェクト報告

「教育研究機関における実験廃液取扱状況調査に基づく排水および実験廃液講習内容の検討」

埼玉大学  三 田 和 義
・平成28年度実務者連絡会プロジェクト紹介
・第9回実務者連絡会技術研修会のお知らせ

5。第32回大学等環境安全協議会技術分科会

開催日 :平成28年11月17,18日

場所 :熊本市国際交流会館 6・7Fホール

主催 :大学等環境安全協議会,共 催 :熊本県立大学

・挨拶

大学等環境安全協議会                    会 長 酒 井 伸 一

文部科学省大臣官房文教施設企画部             監 理官 中 西 幸 博

熊本県立大学                        学 長 半 藤 英 明
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・特別講演 (1)
「国立大学法人等の施設整備等について」

文部科学省監理官  中 西 幸 博
・特別講演 (2)

「有機性汚泥の有効活用における課題」

熊本県環境センタす館長

熊本県立大学名誉教授 篠 原 亮 太
・企業展示セッション
・実務者連絡会企画プログラム

「大規模地震等による被災後の大学の対応」
コーディネーター                九 州工業大学  中 村  修

講演者      神 戸大学環境保全推進センター 副センター長  牧   秀 志

東北大学工学研究科 ・工学部 技術専門職員  本 間  誠

熊本大学運営基盤管理部 施設企画課安全衛生管理チーム  満 田 昌 昭

内村 玲 史

片山 謙 吾
・表彰及び受賞講演
・パネルディスカッション

「水銀に関する水俣条約」採択後の水銀系廃棄物の処理

話題提供 国 の動向

熊本県の取り組み 熊 本県環境生活部循環社会推進課

企業の対応 野 村興産株式会社 専務取締役  市 橋  豊

パネラー 話 題提供者十大学から2名程度
・プロジェクト報告
・見学系

「先進埋立処分場及びバイオガス発電施設見学」

‐
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6.廃液等回収・処理状況

平成 29年 4月

環境安全センター

廃 液 処 理 状 況 の 年 推 移

項目

年度

廃 液 処 理 量 化)

有機系  無 機系

廃液処理日数 ・回数  処 理量/日 数 ・回数

合 計   有 機系  無 機系   有 機系  無 機系

0 ) (B) (L/D)     (L/B)

平成 23年 度

平成 24年 度

平成 25年 度

平成 26年 度

平成 27年 度

平成 28年 度

17,580  10,700

100/0/1,080

14,040    13,090

70/70/680

7,860     7,650

140/10/350

11,590     7,420

10/10/530

17,020    8,450

60/0/750

13,450     8,920

230/0/1150

96       23

1/0/4

94       31

1/1/3

56      18

2/1/2

56       16

1/1/3

82       24

2/0/4

77       25

2/0/10

183       465

100/0/270

149       386

70/70/227

140       386

70/10/175

144       464

10/10/177

208       352

30/0/188

174       356

115/0/115

29,460

27,950

16,010

19,560

26,280

23,750

(注) 無機系廃液処理量上段は重金属の一括処理法であるフェライ ト処理量を示し,下 段の数値は水銀,
シアン, フッ素 ・リン酸系廃液の処理状況を示す。なお廃液中 COD処理はフェライ ト処理の前処

理として行っており, フェライ ト処理と同回数のフェントン処理を実施している。

平成 25年度は 11月から有機系処理プラント関係工事が施行された。11月以降に回収された廃液

等は解体時洗浄水とともに全量,適 正に外注処理 (有機系 4,180L,無 機系 4,000L)し た。

平成 26年度は 12月から無機系処理プラント関係工事が施行された。1月以降に回収された廃液等

(有機系 2,440L,無 機系 2,790L)は 解体時洗浄水とともに平成 27年度に処理を行った。

注

　

注
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平成 29年 4月

環境安全センター

学部別廃液回収量の年推移(L)

24年 度 25年度 26年度 27年度 28年度

国際資源学研究科

有機系

無機系

小  計

160

2,440

2,600

教育学研究科

有機系

無機系

小  計

50

200

250

220

140

360

210

230

440

180

370

550

190

240

430

理工学研究科

有機系

無機系

小  計

4,680

13,500

18, 180

4,250

8,950

13,200

3,990

8,860

12,850

4, 130

8,780

12,910

4,560

7,050

11,610

医学系研究科

有機系

無機系

小  計

6,620

390

7,010

4,430

590

5,020

6,350

630

6,980

6,830

470

7,300

4,830

590

5,520

附属病院

有機系

無機系

小  計

2,690

210

2,900

2,960

210

3, 170

3,480

290

3,770

3,250

130

3,380

3,610

140

3,750

量総

有機系

無機系

合 計

14,040

14,300

11,860

9,890

14,030

10,010

14,580

9,560

13,450

10,460

23‐91028‐340   21・ 750  24.040    24,140

(注)平 成 27年 度以前の国際資源学部からの回収量については理工学研究科に加算してある。
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平成 29年 4月

環境安全センター

廃液等種別回収量の年推移(L)

24年 度 25年 度 26年 度 27年 度 28年 度

無機系廃液

小 計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

70

70

680

3,920

6,910

2,260

390

150

10

380

2, 180

4,840
｀
 1,750

580

10

10

570

2,920

3,900

2,050

550

60

0

750

2,380

4,730

1,180

460

9‐560

230

0

1, 160

2,790

4,690

1,120

460

10,45014。300   9・ 890   10,010

有機系廃液

小 計

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

4, 170

270

230

9,370

14,040

4,340

390

190

6,940

11,860

4,110

500

150

9,270

14,030

4,420

360

410

9,390

14,580

4,340

150

390

8,580

13,460

合     計 28。340     21・750       24.040 24。 140 23・910

備考 :A:水 銀系廃液, B:遊 離シアン系廃液, C:フ ッ素

E:重 金属系廃液,F:ア ルカリ系廃液,G:写 真定着廃液,

廃溶剤,K:難 燃性有機廃液

・リン酸系廃液, D:酸 ・クロム混酸廃液,

H:可 燃性廃溶剤,I:廃 油,J:ハ ロゲン系
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脱流 日 P H Cd Pb A s T~rtE CP T-8r T―CN Cu Zn F e Mn GD□ F 日

月 日 テ.8-日 .6 0.03 0.1 0.1 0.005 0.2 2 0.1 0.5 2 10 10 日 10

4.21 7.OB 〈003 〈0.1 ND ND N□ NB ND く0.5 〈2 く10 <10 49 〈B く10

5,1日 7.1 〈0.03 〈0.1 ND N□ N□ ND ND 〈0.5 〈2 〈10 く10 45 〈白 〈10

7.13 7.15 く0.03 く0.1 く0.1 N□ ND 〈2 ND 〈0.5 く2 く10 〈10 53 く8 〈18

9.7 7,08 く0.03 <0.1 〈0.1 N□ 、 N□ ND ND <0.5 〈2 〈10 く10 138 く日 〈10

7.1 〈0.03 く0.1 N□ ND ND 〈2 ND 〈0.5 く2 <10 〈10 48 くB 〈10

11.30 7.08 〈0.03 〈0.1 N□ ND ND ND く0.1 〈0.5 〈2 〈10 く10 57 〈日 く10

12.20 7.08 〈003 く0.1 N□ ND ND N□ ND 〈0.5 く2 <10 く10 70 く日 く10

1.24 7.07 〈0.03 く0.1 ND ND Nロ ND ND く0.5 〈2 く10 <10 69 く日 〈10

3.31 7.18 〈0.03 く0.1 ND N□ ND ND 〈0.1 〈0.5 〈2 〈10 く10 127 く日 く10

平成 29年 4月

環境安全センター

平成 28J聴 顕理郵明悶路果

備考 :ND:不検出。バッチ放流 :放流量 各 4m3。排水基準は秋田県条例第40条 の第2種河川水域を適

用,排 水分析はJIS K 0102によるとPCBs,有機リンについては 「秋田大学有害廃棄物暫定処置指針」に

従い分析せず。
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